
①グループ・プログラムとは
　DV行動をやめたい人が、グループプログラム
を通して、自身のDVの態度や行動を振り返り、
パートナーや子どもとの共感的態度、尊重する
関係性等を学びDVのない行動ができます。
　カウンセリングではありません。
　プログラムは、これまでの力と支配による暴力
を容認する価値観を見直します。暴力によらない
解決方法に気づき、共感能力を高め自らが変わっ
ていくことを実感できます。居心地よく穏やかで
満足度の高い暮らし方が感じられるような生活
（ヒュッゲ）を目指しましょう。

②プログラムの内容
　「一般社団法人アウェア」認定の実施者によ
り、指定のDV加害者プログラムを使用します。
プログラムは概ね52回以上です。

③プログラムの実際、受講手続き
　事前申し込み制。詳細は面談の上決定します。
　秘密は厳守
　定員　男性10人、女性は相談に応じます。
　日時　毎月2回、第2・4日曜日14時～16時
　　　　場所　受講決定後お知らせします。
　講師　社団法人アウェア認定DV加害者プログラム
　　　　　ファシリテーター
（一般社団法人アウェアHP）
　　　　　https://aware-jp.com/
　　　　　※何でもご相談ください。

　

　DV(domestic violence)は、「ジェンダー
（社会的性差別）」に起因しています。
  DVの被害者の暴力被害は、女性である場合、
配偶者からの被害が多いのですが、多様な性
や男性も暴力による被害を受けています。家
庭内では、面前DVなど幼い子どもへの影響が
あることを否定できません。
　身体的暴力・経済的・精神的暴力による
PTSD（心的外傷後ストレス症）などの影響を
受けることもあります。

活動を支えてくださる方を募集しています
協賛金・寄付にご協力をお願いします。
１口￥1.000円から

・デートDV防止プログラム講座
・発表会や講演会の実施
・調査、研究活動
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